[image: テキスト, 新聞, 記号 が含まれている画像

自動的に生成された説明][image: ][image: ]【コラム】
　私は母と口論になり家出したのです。街の中を歩いていて男の人に声をかけられ、彼の家に行くことになりました。話をしているうちに、彼は白い粉を出して見せました。本当は見るのも初めてだったのですが、私は強がって「それ、覚せい剤でしょう。一緒にやろうよ」と、何回かやったことがあるふりをしました。注射で打ってもらった直後から激しい頭痛がしました。胸がどきどきして苦しいし、恐怖心がわいてきました。家から出たあとは、どこをどう歩いたか覚えていません。あとで先生から聞いたのですが、はだしで足から血を出しながらフラフラと歩いているところを通行人に119番通報され、救急車で入院したそうです。
　知識がある人でもちょっとした好奇心で手を出したり、つらいことがありなげやりな気持ちになって手を出したりと、心理状態によっては誘惑にかけられることもあります。毎日の生活が充実していて将来の夢や目標があれば、誘惑に簡単に負けるようなことはありません。自分自身とその可能性をつねに信じるということも大切です。
　また、ルールなどに対して甘く考えることも関係しています。ちょっとしたルールを破ることが、次々と新しいルールを破ることにつながり、薬物乱用や薬物を手に入れるための犯罪へと導いていくのです。
【危険な心理状態】
　恐ろしい薬物を使う人がなぜたくさんいるのでしょうか。残念なことに、薬物の本当の恐ろしさを知らないにもかかわらず怖くないという人がいるのです(特にインターネットでは、薬物に肯定的な情報を発信する人が多い。しかし、その情報で薬物の乱用を始めた人が大きな被害にあっても、情報を流した人は何の責任もとらないのが現状です)。
　不確かな知識や安易な考えで薬物に近づき大きな被害を受けてしまい、人生を棒に振ってしまうのです。
【不完全な知識】
エキスパ課題：　薬物から身を守るために、一番大切なことはなんですか？
あなたの“心のスキ”をついてくる!?
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